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市
の
説
明
に
よ
る
と
、

土
地
取
得
価
格
に
つ
い

て
は
不
動
産
鑑
定
士
２

者
に
鑑
定
評
価
を
行
い
、

そ
の
平
均
単
価
か
ら
坪

３
９
万
１
７
０
０
円
と

し
、
必
要
と
し
な
い
建
物

の
解
体
費
用
を
差
し
引

い
た
額
と
し
て
、
１
億
２

９
０
０
万
円
余
に
算
定
。

建
物
の
取
得
価
格
に
つ

い
て
は
、
町
家
を
活
用
し

た
歴
史
文
化
拠
点
「
（
仮
）

守
山
を
知
ろ
う
館
」
を
整

備
す
る
の
に
必
要
な
建

物
、
本
家
・
蔵
な
ど
６
棟

に
つ
い
て
、
こ
の
建
物
を

新
た
に
建
て
た
場
合
の

費
用
を
算
定
し
「
推
定
再

構
築
費
」
を
１
億
３
６
６

６
万
円
余
と
判
断
し
、
そ

れ
に
維
持
保
全
状
況
等

を
総
合
的
に
判
断
し
た

「
残
存
価
格
率
」
１０
％

を
乗
じ
た
額
、
１
３
６
６

万
６
０
０
０
円
と
し
た
、

と
の
こ
と
で
す
。 

今
年
度
か
ら
、
約
６
０

億
円
を
か
け
て
取
り
組

ま
れ
て
い
る
中
心
市
街

地
活
性
化
計
画
。
厳
し
い

経
済
情
勢
の
下
で
、
市
民

の
暮
ら
し
を
ど
う
守
っ

て
い
く
の
か
、
文
字
通

り
、
地
方
自
治
体
の
あ
り

方
が
問
わ
れ
て
い
る
時

に
、
市
民
か
ら
も
物
議
を

よ
ん
で
い
る
今
回
の
「
宇

野
本
家
」
の
買
収
が
、
市

政
の
あ
り
方
と
し
て
い

い
の
か
ど
う
か
、
市
民
の

理
解
が
得
ら
れ
る
の
か
、

ま
た
、
中
心
市
街
地
活
性

化
に
ど
う
役
立
つ
の
か

ど
う
か
、
問
わ
れ
て
い
ま

す
。 

  

 

守
山
川
の
吉
身
1
丁
目
地
先
か
ら
守
山
2
丁
目
地
先
に
か
け
て
大

量
の
魚
が
変
死
し
て
い
る
、
と
１８
日
、
市
民
か
ら
通
報
を
受
け
、
小

牧
議
員
が
す
ぐ
に
現
地
調
査
。
写
真
（
上
）
で
記
録
す
る
と
と
も
に
市

に
対
応
を
求
め
ま
し
た
。
１６
日
に
こ
の
付
近
の
川
の
汚
濁
が
確
認
さ

れ
て
お
り
、
翌
１７
日
に
は
魚
の
変
死
を
発
見
し
た
と
通
報
が
あ
っ
た

と
の
こ
と
で
す
。
早
急
な
原
因
究
明
と
対
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

建物 

１３６６万６０００円 

   （本家・蔵等 6 棟） 

土地 

１億２９０１万６０００円 
  （面積 1139 ㎡） 

 

守
山
市
が
、
歴
史
文
化
拠
点
「
（
仮
）
守
山
を
知
ろ
う
館
」
と
し
て
、
買
い
取
っ

た
「
宇
野
本
家
」
。
昨
年
１２
月
議
会
で
は
「
本
当
に
い
ま
必
要
な
こ
と
な
の
か
」「
な

ぜ
、
宇
野
本
家
な
の
か
」
な
ど
、
物
議
を
呼
び
ま
し
た
が
、
市
は
議
会
終
了
直
後
の

12
月
21
日
に
契
約
。
そ
の
買
い
取
り
価
格
は
、
土
地
・
建
物
あ
わ
せ
て
、
１
億
４

２
６
８
万
２
千
円
。
深
刻
な
経
済
と
地
方
財
政
危
機
の
な
か
で
、
市
民
の
暮
ら
し
と

福
祉
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
す
る
政
治
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

 中心市街地活性化の核となるのか？ 

    いま優先すべきは市民の暮らし守ること… 

 鳩山首相、小沢幹事長、ともに政治と 
金をめぐる問題で自浄能力がありません。「民主 
党に期待していたのに…」と声が少なくありません。 
それを如実にあらわしているのが内閣の支持率の急落。 
 自民も決定的な追及ができません。こうした政党と大きく 
違いをみせ、いま注目されるのが日本共産党です。１３日から 
１６日まで４日間、伊豆の学習会館で全国から１０００名近い代議

員が集まり、第２５回党大会が開かれました。大会では、今日の日

本と世界の現状を分析し、どうすれば国民の暮らしを守ることがで

きるのか、打開の方向を議論し、全国各地の実践のなかで、その道

筋を明らかにしました。政権は交代したものの「迷走」しているの

は、平和と暮らしを脅かしてきた、軍事同盟優先、大企業・財界 
優先という古い政治の枠組みから抜け出せないでいるからです。 
 この点を明確にしているのが日本共産党。だからいま、こ 
れまで自民党の支持基盤だったＪＡや企業・団体から、 
日本共産党に大いなる関心と注目が寄せられ、共同 
の取組がひろがっています。今夏の参院選 
での躍進が政治の中身を大きく変えて 
いくことになります。 
 

 ２０日、川内たかし参院選滋賀選

挙区予定候補を先頭に、守山市内

で街頭から訴えました。 

 


